
（別紙４）

～ 令和８年　2月　20日

（対象者数） 12 （回答者数） 8

～ 令和８年　2月　13日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和8年　2月　13日

（対象数） 7 （回答数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・具体的な支援を訪問先にお伝えし、

その結果どうだったまで

聞き取りを行いまた次の支援に活かせていくことを

積極的に取り組んでいく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・言語聴覚士の採用や理学療法士の常勤化をすすめ、

更に充分な支援の専門性を発揮できるような環境作り。

2

3

・訪問員、一人一人の人柄が良くスキルが高い。 ・支援の工夫は相談は支援会議を開き検討する。

専門職（理学療法士・作業療法士）も在籍しているため指導を

仰ぐ。

・各種研修への参加

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・人員の充足だといえない。 ・在籍のスタッフの能力は高いが更なる専門性を発揮するため

に充分な環境にあるわけではない。

令和8年　1月　26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和８年　1月　26日

○事業所名

○保護者評価実施期間 令和8年　1月　26日

○保護者評価有効回答数

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


